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大
町
市
に
お
け
る

ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
の
進
め
方

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

市
立
大
町
山
岳
博
物
館
で
は
平
成
十
六
年
九
月
よ
り
｢
山
岳
博
物
館
ラ
イ

チ
ョ
ウ
保
護
事
業
検
討
委
員
会
｣
を
開
催
し
､
八
ケ
月
に
わ
た
り
山
岳
博
物

館
に
お
け
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
､

平
成
十
七
年
五
月
二
十
五
日
に
同
委
員
会
で
報
告
書
に
ま
と
め
て
い
た
だ
い

た
｡
大
町
市
と
し
て
は
委
員
会
の
提
言
を
最
大
限
に
受
け
止
め
､
市
民
か
ら

意
見
を
い
た
だ
い
て
今
後
の
事
業
方
針
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
｡

今
後
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
事
業
計
画
を
立
て
る
に
あ
た
り
大
町
市
教

育
委
員
会
は
｢
大
町
市
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
計
画
策
定
委
員
会
｣
を
設
置

し
､
大
町
市
と
し
て
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
の
目
標
設
定
と
具
体
的
な
事

業
内
容
や
目
標
達
成
に
要
す
る
年
次
計
画
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し

て
､
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
｡

計
画
策
定
委
員
会
は
検
討
内
容
が
飼
育
再
開
に
関
す
る
事
項
に
重
点
が
お

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
息
域
外
保
全
の
専
門
家
四
名
､
地
方
行
政
に
お
け

る
希
少
動
物
保
護
･
保
全
事
業
の
先
進
地
で
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
か
ら
職
員

一
名
､
大
町
市
民
代
表
三
名
､
合
計
八
名
の
方
々
を
委
員
に
委
嘱
し
た
｡
平

成
十
七
年
七
月
か
ら
四
回
の
策
定
委
員
会
を
開
き
､
こ
の
ほ
ど
大
町
市
で
の

ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
､
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
　
(
塞

本
計
画
)
お
よ
び
日
本
に
生
息
し
て
い
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と
近
似
種
で
あ
る
海

外
産
個
体
を
用
い
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
(
飼
育
研
究
計
画
)
を
立
案
し
て

い
た
だ
い
た
｡

ま
た
事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
国
の
特
別
天
然
記
念

物
と
絶
滅
危
惧
H
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
環
境
省
･
文
化
庁
･

林
野
庁
･
長
野
県
の
支
援
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考
え
､
前
委
員

会
同
様
そ
う
し
た
関
係
者
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
を
お
願
い
し
た
｡

そ
し
て
策
定
委
員
会
の
最
終
回
で
あ
る
平
成
十
七
年
十
一
月
八
日
に
一
冊

の
報
告
書
と
し
て
提
出
い
た
だ
い
た
｡
今
後
大
町
市
は
策
定
委
員
の
方
々
に

立
案
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
計
画
を
も
と
に
､
ど
の
よ
う
な
体
制
で
事
業
を

展
開
し
て
い
-
の
か
に
つ
い
て
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い
る
｡
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大
田
市
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
計
画

策
定
委
員
会
提
言
(
事
業
計
画
案
)
【
後
編
】

=
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン

ー
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
計
画

パ
ィ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
で
は
∵
フ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
繁
殖
技
術
の

確
立
(
長
期
飼
育
下
繁
殖
計
画
)
達
成
の
た
め
､
海
外
産
近
縁
種

を
用
い
飼
育
技
術
の
向
上
を
は
か
る
｡
飼
育
個
体
は
､
ノ
ル
ウ
ェ
ー

塵
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
導
入
し
'
飼
育
方
法
に
つ
い
て
は
､
ト
ロ
ム

セ
大
学
極
地
生
物
学
研
究
所
の
飼
育
方
法
で
あ
る
｢
ラ
イ
チ
ョ
ウ

飼
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
｣
(
J
o
コ
コ
ノ
8
①
∞
①
一
に
準
拠
し
行
う
も
の

と
す
る
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
､
山
岳
博
物
館
ラ

イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
検
討
委
員
会
に
よ
る
報
告
書
に
記
さ
れ
て
い

る
と
お
り
で
あ
る
｡
飼
育
事
業
の
必
要
性
を
各
種
野
外
調
喬
の

デ
ー
タ
に
よ
る
寒
つ
け
か
ら
求
め
る
に
は
二
〇
年
単
位
の
年
月

が
必
要
で
あ
る
｡
そ
の
後
か
,
ら
計
画
を
立
て
る
と
実
際
の
飼
育
を

開
始
さ
せ
る
ま
で
二
〇
年
以
上
は
先
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
｡

こ
の
よ
う
な
対
応
で
は
､
実
際
に
は
手
遅
れ
と
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
､
七
､
一
日
も
早
い
飼
育
の
再
開
を
行
う
こ
と
が
望

ま
れ
る
｡
こ
の
事
業
に
関
る
予
期
と
い
う
も
の
は
大
変
重
要
で
あ

る
が
､
予
覚
に
紺
､
ら
れ
て
専
業
を
開
始
す
る
と
､
事
業
本
薬
の
目

的
が
達
成
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
る
｡
そ
こ
で
､
外
国
産
個
体
を

用
い
た
試
験
的
飼
育
下
繁
殖
一
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
)
を
成
功
さ

せ
､
人
工
繁
殖
技
術
が
確
立
(
購
化
率
お
よ
び
成
育
率
の
向
上
)

し
た
上
で
第
二
段
階
と
し
て
日
本
産
野
生
個
体
の
捕
獲
や
採
卵
に

よ
る
飼
育
下
繁
殖
へ
と
移
行
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
｡

(
1
)
飼
育
場
所

現
任
の
山
岳
博
物
館
の
敷
地
内
で
老
朽
化
し
た
飼
育
施
設
を
撤

去
し
な
い
限
り
､
新
た
な
施
設
を
建
設
で
き
る
敷
地
は
な
い
｡
ま

た
､
博
物
館
本
館
肉
で
使
用
可
能
な
部
屋
は
現
在
空
い
て
い
な
い
｡

平
成
十
八
年
六
月
の
受
糟
卵
尊
大
を
考
え
る
と
､
平
成
十
八
年

五
月
に
は
施
設
の
建
設
が
終
了
し
て
い
な
い
と
平
成
十
八
年
度
の

飼
育
再
開
は
不
可
能
で
あ
る
｡
そ
の
為
に
は
平
成
十
七
年
度
中
に

建
設
可
能
な
土
地
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
｡
博
物
館
の
敷

地
で
の
建
設
一
設
置
一
や
近
隣
地
の
難
人
や
造
成
を
考
え
る
と
同

時
に
､
博
物
館
の
敷
地
外
に
あ
る
面
布
地
の
利
用
を
検
討
す
る
必

要
も
あ
る
と
考
え
る
｡

博
物
館
の
敷
地
肉
に
新
た
な
施
設
を
設
旺
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
､
飼
育
管
理
面
で
他
の
場
所
で
行
う
こ
と
よ
り
効
率
的
で
あ
る

が
､
老
朽
化
し
た
飼
育
施
設
を
撤
去
一
解
体
･
竪
些
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
費
用
的
な
面
で
大
町
帝
の
負
担
が

大
き
く
な
る
こ
と
も
考
え
ろ
れ
る
｡

新
た
な
場
所
に
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
､
新
飼
育
施
設
を

｢
ラ
イ
チ
ョ
ウ
研
究
所
｣
と
し
て
位
讃
づ
け
､
山
岳
博
物
館
の
付

属
機
関
も
し
く
は
聖
文
し
た
研
究
機
関
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
.

山
岳
博
物
館
の
飼
育
展
示
施
設
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
､
飼
育
繁

就
さ
せ
た
個
体
の
展
示
公
開
の
場
と
し
て
特
化
さ
せ
る
軍
も
考
え

ら
れ
る
｡

老
朽
化
し
た
現
施
設
三
棟
の
解
体
･
廃
棄
物
運
搬
処
分
費
は
､

事
務
局
の
見
横
に
よ
る
と
一
〇
六
万
円
(
敷
地
造
成
費
別
途
)
千

あ
る
｡ま

た
､
上
記
見
穣
り
の
面
談
は
､
要
綱
卵
五
〇
個
導
入
の
飼
育

規
模
で
あ
り
､
一
〇
〇
卵
我
人
(
山
岳
博
物
館
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護

専
業
検
討
委
員
会
報
告
評
よ
り
)
の
場
合
は
あ
と
三
棟
(
既
存
の

ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
舎
全
様
)
解
体
す
る
必
要
が
あ
る
｡

(
2
)
飼
育
人
員
(
人
材
は
全
国
的
に
噴
く
公
募
す
る
)

①
飼
育
研
書
目
(
常
勤
)

鳥
類
の
専
門
知
識
(
基
礎
的
｢
英
語
の
壊
能
な
者
二
名
つ
つ

ち
一
名
は
獣
医
師
の
資
格
所
持
者
)
飼
育
管
理
の
ほ
か
海
外
の
研

究
者
と
の
連
絡
調
整
を
行
う
｡
基
礎
的
な
検
査
･
研
究
も
行
う
｡

研
究
職
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
､
文
部
科
挙
省
の
科
研
費

の
申
請
も
可
能
と
な
る
が
､
職
員
給
与
表
の
整
備
な
ど
採
用
に
あ

た
っ
て
は
課
題
も
あ
る
｡
ま
た
､
受
臓
卵
導
入
前
に
海
外
研
修
が

必
要
で
あ
る
｡

②
飼
育
係
員
(
臨
時
聾
員
可
)

一
名
　
飼
宵
研
究
賞
の
指
弾
の
下
､
通
常
の
鋼
管
管
理
を
行
う
｡

一
参
考
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
､
国
人
(
チ
ー
フ
十
三
人
の
飼
育
係
里

で
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
殿
大
九
〇
〇
羽
(
成
蔦
は
二
五
〇
羽
)

の
飼
育
と
ト
ナ
カ
イ
､
野
牛
な
ど
他
の
動
物
飼
盲
を
対

応
し
て
い
る
｡

(
3
)
飼
育
施
設

実
験
飼
育
で
あ
る
こ
と
か
､
ち
､
空
段
階
は
プ
レ
ハ
ブ
命
に
バ

ク
リ
ー
塾
ケ
ー
ジ
を
基
本
と
す
る
｡

塞
礎
的
な
実
験
検
査
が
で
き
る
施
設
も
必
要
で
あ
る
.
第
二
段

階
か
ち
は
プ
レ
ハ
ブ
や
コ
ン
テ
ナ
で
な
い
施
設
建
築
も
考
え
る
｡

成
長
段
階
に
よ
り
い
く
つ
か
の
飼
育
舎
を
用
慧
す
る
必
要
が
あ

る
｡
成
鳥
は
､
五
〇
×
四
〇
×
三
〇
(
c
m
〓
剛
後
の
小
さ
な
ケ
ー

ジ
で
飼
育
繁
殖
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
｡

ま
た
､
床
面
は
地
面
に
直
接
ま
た
は
､
砂
な
ど
を
敷
い
た
場
所

は
さ
け
､
破
談
金
網
の
床
面
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
､
細
菌
繁
殖

等
を
防
ぐ
｡

衛
生
面
よ
り
餌
入
れ
､
水
入
れ
は
可
能
な
限
り
ケ
ー
ジ
の
外
に

設
縄
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｡
購
化
後
二
週
間
ま
で
砂
の
床
は
使

用
せ
ず
､
金
網
の
床
を
使
用
す
る
｡

金
網
の
床
は
､
衛
生
的
で
あ
り
病
気
を
防
ぐ
に
は
良
い
が
､
砂

を
敷
い
た
床
と
比
較
し
雛
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
る
事
も
あ
る
｡

①
飼
育
規
模
(
受
精
卵
を
一
〇
〇
卵
導
入
し
た
場
合
)

(
例
)
卵
一
〇
〇
-
雛
八
〇
～
一
〇
〇
-
成
鳥
囲
○
-
八
〇
と

仮
定
し
場
合
､
鵬
卵
窒
｢
育
雛
窒
二
､
成
鳥
飼
育
室
二

繁
殖
窒
十
四
が
必
要
と
な
る
｡

必
要
な
総
両
横
と
し
て
二
〇
〇
.
E
は
必
要
と
考
え
ち
れ
る
.

(
参
考
一

冷
房
コ
ン
テ
ナ
一
棟
　
七
五
万
円
+
工
賃

※
購
卵
窒
×
一
(
プ
レ
ハ
ブ
六
窟
-
五
八
万
八
千
円
)

※
苗
雛
窒
(
縦
六
〇
〇
×
横
二
五
〇
〇
×
奥
行
三
〇
〇
m
で
一

〇
羽
飼
育
下
可
能
)
×
四
～
五

一
部
屋
囲
0
0
0
×
五
〇
〇
〇
　
(
プ
レ
ハ
ブ
二
壷
二
〇

九
を
千
円
　
二
七
六
六
×
七
二
六
回
を
二
様
)

※
成
鳥
飼
育
室
一
統
三
〇
〇
×
横
五
〇
〇
×
奥
行
四
〇
〇
m
で
一

羽
)
各
サ
ィ
ズ
五
〇
〇
と
し
て
三
段
に
積
み
上
げ
一
部
屋
二
〇

〇
〇
×
四
五
〇
〇
の
部
屋
で
四
八
羽
飼
育
可
能
｡

(
プ
レ
ハ
ブ
六
年
-
五
八
万
八
千
円
を
二
棟
　
二
七
六
六
×

三
六
五
〇
で
四
二
羽
)

※
轢
殖
室
(
縦
七
〇
〇
×
横
三
〇
〇
〇
×
奥
行
一
〇
〇
〇
で
一
つ

が
い
-
ユ
ニ
ッ
ト
)
×
一
〇

一
部
屋
六
〇
〇
〇
×
六
〇
〇
〇
　
(
プ
レ
ハ
ブ
六
盤

五
八
万
八
千
円
　
二
七
六
六
×
三
六
五
〇
を
旧
株
)

②
飼
育
小
屋
(
ケ
ー
ジ
)

飼
育
小
屋
は
､
ト
ロ
ム
セ
大
の
施
設
に
準
じ
る
が
､
｢
飼
育
箱

お
よ
び
展
示
施
設
に
よ
る
日
本
産
ノ
ウ
サ
ギ
数
の
飼
育
に
つ
い

て
｣
(
小
宮
､
一
九
八
五
一
に
あ
る
二
連
ケ
ー
ジ
±
霜
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
る
｡
こ
の
飼
育
小
屋
(
ケ
ー
ジ
笠
に
つ
い
て
は
､

実
験
動
物
用
の
器
具
を
輿
作
し
て
い
る
企
業
に
特
注
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
が
､
相
当
割
高
で
あ
る
こ
と
か
､
ら
､
垂
木
と
ベ
ニ

ヤ
合
板
､
金
網
な
ど
で
自
作
す
る
こ
と
が
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
自
作

の
ケ
ー
ジ
は
実
験
動
物
用
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
な
ど
と
比
較
し
､
衛

生
瑞
境
の
維
持
に
劣
る
こ
と
か
､
ち
､
予
備
の
ケ
ー
ジ
を
用
意
し
定

期
的
な
洗
浄
･
消
義
を
行
う
必
要
が
あ
る
｡
し
か
し
､
ケ
ー
ジ
本

体
が
軽
い
こ
と
か
ら
扱
い
が
非
常
に
楽
で
あ
り
､
部
分
的
な
破
損

な
ど
に
も
自
作
で
修
繕
で
き
る
利
点
も
あ
る
｡
小
屋
の
製
作
に
は
､

下
記
の
ア
か
ら
工
を
参
考
に
す
る
｡

ア
.
育
離
小
屋
A

こ
の
小
屋
は
床
面
些
･
五
m
(
標
準
)
で
､
壁
は
六
m
の
木

屑
圧
縮
板
か
交
叉
合
板
､
雇
は
六
m
の
排
水
網
で
作
る
｡
こ
れ
は

簡
単
に
箱
接
続
袈
証
で
､
組
み
合
わ
せ
た
り
取
り
外
し
た
り
で
き

る
｡
接
続
面
に
は
必
ず
小
さ
な
引
き
戸
を
設
置
し
て
､
ラ
イ
チ
ョ

ウ
を
捕
ま
え
な
く
て
も
行
き
来
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
｡
こ
の
小

屋
は
､
室
内
に
ぶ
ち
下
げ
た
二
つ
の
電
球
で
暖
め
､
ら
れ
る
｡
地
球

の
下
に
は
板
か
マ
ッ
ト
を
敷
き
(
そ
の
板
の
温
度
は
屯
灯
の
熱
で

三
七
～
三
八
℃
に
な
る
)
､
板
や
マ
ッ
ト
を
隠
す
た
め
に
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
草
木
や
花
で
響
っ
｡
こ
の
よ
う
な
小
屋
に
は
､
雛
を

最
大
一
〇
羽
ま
で
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

ィ
.
育
離
小
屋
B

こ
の
小
屋
の
壁
に
は
､
厚
さ
一
六
m
の
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
木
屑

圧
縮
板
を
使
い
､
枠
は
二
三
×
四
八
m
の
納
本
が
用
い
ら
れ
て
い

る
｡
各
部
屋
は
､
箱
接
続
装
証
を
使
っ
て
間
単
に
取
り
外
し
た
り

組
替
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
雛
た
ち
は
､
六
m
の
排
水
綱

を
張
っ
た
床
の
上
を
歩
き
回
る
｡
床
は
六
m
の
排
水
網
を
張
っ
た

枠
二
枚
か
ら
出
来
て
い
て
､
枠
は
二
三
×
四
八
m
の
納
本
で
作
る
｡

蝉
に
は
取
り
外
し
が
出
来
る
板
を
差
し
込
む
こ
と
が
で
き
､
そ
の

幅
は
六
〇
､
一
三
二
八
四
三
四
六
m
等
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
｡ウ

"
成
鳥
の
小
屋

屋
内
で
使
う
小
屋
は
と
て
も
制
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
｡
屋

根
､
横
壁
と
後
輩
は
ぴ
っ
た
り
し
た
隙
間
の
な
い
板
壁
に
し
､
床

と
フ
ロ
ン
ト
(
前
面
)
は
網
一
N
e
三
つ
0
0
)
が
良
い
｡
蔦
た
ち
は

驚
か
さ
れ
る
と
び
っ
く
り
し
て
天
井
へ
刷
っ
て
激
し
く
飛
び
上

が
り
､
怪
我
を
す
る
こ
と
が
良
く
あ
る
｡
そ
れ
を
避
け
る
た
め

に
､
二
三
一
c
m
の
厚
さ
の
ス
ポ
ン
ジ
か
､
網
目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト

を
､
天
井
に
張
る
と
良
い
｡
交
尾
の
時
の
こ
と
を
考
え
て
､
小
屋

の
中
の
仕
切
り
軽
に
は
､
開
閉
で
き
る
出
入
り
口
を
つ
け
て
お
く

と
良
い
｡
交
尾
用
の
部
屋
は
大
体
一
m
が
適
当
で
､
そ
れ
よ
り
狭

い
と
き
に
は
､
交
尾
や
産
卵
の
と
き
に
一
層
の
注
憩
が
必
要
で
あ

る
｡
各
々
の
部
屋
の
中
に
は
､
メ
ス
ー
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
隠
れ
ら
れ

る
よ
う
に
､
縦
に
立
て
た
隠
れ
板
を
入
れ
て
お
く
｡
止
ま
り
木
は

蔦
の
居
心
地
を
よ
く
し
､
交
尾
期
の
面
倒
な
問
題
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
｡
小
枝
や
モ
ミ
の
木
の
梢
の
枝
で
も
､
同
じ
後
口

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
｡

餌
や
水
の
容
器
は
で
き
る
だ
け
小
屋
の
外
側
に
つ
け
る
｡
中
か

ち
は
網
の
目
を
適
し
て
飲
食
で
き
る
よ
う
に
す
る
｡

工
｡
繁
殖
用
小
屋
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小
屋
は
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
を
横
に
つ
な
ぎ
､
二
階
建
て

高
床
つ
く
り
､
一
階
は
床
下
空
間
)
と
し
､
天
井
は
床
か
ら
す

く
な
く
と
も
四
〇
m
は
高
く
す
る
｡
屋
根
､
側
壁
､
後
援
は
六
m

の
厚
さ
の
圧
縮
木
板
(
{
｢
①
f
i
b
の
｢
p
一
a
{
①
｢
ノ
交
叉
合
板
な
ど
)
を

使
い
､
小
屋
の
柱
は
二
三
×
四
八
m
と
四
八
×
四
八
m
の
細
木
で
､

こ
れ
に
壁
板
を
釘
で
打
ち
付
け
る
｡
内
側
の
天
井
に
は
二
〇
m
の

厚
さ
の
ス
ポ
ン
ジ
を
張
る
｡
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
歩
く
床
は
､
一
〟
×

一
〟
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
覆
っ
た
針
金
か
ら
で
き
て
い
る
､
四
角

い
穴
が
開
い
た
網
(
ネ
ッ
ト
一
で
､
そ
の
網
は
出
し
入
れ
が
で
き

る
枠
三
三
×
四
八
m
)
に
張
っ
て
あ
り
､
こ
の
枠
は
掃
除
の
と

き
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
｡
糞
を
集
め
る
た
め
に
は
､
飼
料

皿
に
グ
ロ
ー
･
パ
ピ
ー
ル
(
再
生
厚
紙
)
を
敷
い
て
用
い
る
｡
糞

を
取
り
出
し
て
洗
う
た
め
に
､
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
枠
に
張
っ

て
使
っ
て
も
良
い
｡
小
屋
の
内
側
の
高
い
隅
に
､
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が

身
を
隠
せ
る
よ
う
な
止
ま
り
木
や
板
を
つ
け
て
お
く
｡
育
離
期
に

は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
隠
れ
ら
れ
る
よ
う
に
､
隠
れ
場
を
作
っ
て
や
る
｡

①
研
究
室

飼
育
研
究
員
が
飼
育
個
体
の
健
康
管
理
お
よ
び
基
礎
的
な
調
査

や
研
究
を
行
う
上
で
､
最
低
限
必
要
と
考
え
ち
れ
る
施
設
等
は
下

記
の
と
お
り
で
あ
る
｡

ア
"
施
設
の
規
模

治
療
･
手
術
室
二
五
"
鵬
'
検
査
室
二
五
2
m
､
解
剖
室
二
五
っ
巾
､

室
員
室
一
〇
品
/
名
｡

ま
た
､
可
能
で
あ
れ
ば
､
p
2
対
応
の
検
査
室
と
す
る
｡

ィ
.
必
要
な
検
査
設
備

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
装
置
､
吸
引
麻
酔
装
謹
､
呼
吸
監
視
装
置
､

笹
気
メ
ス
､
手
術
台
､
解
剖
台
､
無
形
灯
､
光
学
顕
微
鏡
(
写
真

撮
影
装
置
付
)
､
実
体
顕
微
鏡
(
写
真
撮
影
袋
田
付
)
､
冷
却
遠
心
機
､

超
高
速
遠
心
機
､
薬
品
用
冷
凍
･
冷
蔵
庫
､
超
低
温
冷
蔵
庫
､
サ
ー

マ
ル
サ
イ
ク
ラ
-
 
､
唾
気
泳
動
装
置
､
ゲ
ル
撮
影
装
置
､
血
液
生

化
学
分
析
機
､

c
O
2
培
餐
器
､

高
圧
滅
菌
器
､

恒
温
培
護
器
､

ウ
.
経
費

設
備
管
理
･

必
要
で
あ
り
､

考
え
ら
れ
る
｡

(
4
)
飼
　
料

分
光
光
度
計
､
マ
イ
ク
ロ
プ
レ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
､

細
菌
塔
婆
器
､
液
体
窒
素
ジ
ャ
ー
､
種
子
天
秤
､

乾
熱
滅
菌
器
､
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
､

そ
の
他
｡

基
礎
的
な
研
究
費
と
し
て
六
〇
万
円
/
年
/
名
は

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
三
〇
〇
万
円
/
年
前
後
と

ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
資
料
収
集
に
よ
る
と
､
成
鳥
の
場
合
､

市
販
の
ウ
サ
ギ
用
ペ
レ
ッ
ト
を
基
本
と
し
､
飲
料
水
は
不
断
給
餌

と
す
る
こ
と
に
よ
り
､
周
年
飼
育
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い

う
｡

第
一
段
階
と
し
て
､
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
実
績
の
あ
る
ウ
サ
ギ
用
ペ

レ
ッ
ト
と
同
等
品
を
入
手
し
､
給
餌
す
る
こ
と
と
す
る
｡

個
体
の
成
長
段
階
に
よ
り
飼
料
を
変
化
さ
せ
る
｡
ま
た
繁
殖
成

績
が
良
く
な
い
場
合
に
は
､
繁
殖
期
と
非
繁
殖
期
と
飼
料
を
変
え

る
｡①

難
の
飼
料

雛
の
時
の
飼
料
が
飼
育
上
一
番
重
要
で
あ
る
｡
基
本
飼
料
に
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
等
山
野
草
の
併
用
を
行
う
こ
と
に
よ
り
病
気
に
強
い

健
康
な
個
体
を
生
育
さ
せ
る
｡

初
生
雛
(
七
日
齢
ま
で
)
に
は
､
飲
料
水
に
抗
生
物
質
を
混
入

さ
せ
る
と
成
績
が
よ
い
｡

購
化
(
初
日
)
⊥
ヶ
月
の
餌
に
つ
い
て
は
､
一
般
市
販
品
で

あ
る
七
面
鳥
の
餌
(
粗
蛋
白
二
五
･
一
%
､
繊
維
質
三
･
九
%
､
粗

脂
肪
四
･
三
%
､
灰
分
七
･
九
%
一
を
一
に
対
し
て
､
一
般
市
販

品
で
あ
る
ニ
ワ
ト
リ
の
ヒ
ナ
用
の
餌
(
乾
燥
重
壁
八
六
三
､
粗

蛋
白
一
五
二
%
､
繊
維
質
六
･
〇
%
､
粗
脂
肪
五
三
%
､
灰
分

五
三
%
)
を
二
の
割
合
で
混
合
し
て
給
餌
す
る
｡

餌
は
細
か
く
漬
す
｡
雛
が
一
〇
～
十
四
日
目
に
な
る
頃
ま
で
は
､

平
ら
な
皿
を
容
器
に
使
う
｡
約
三
週
間
経
つ
と
､
六
～
七
日
か
け

な
が
,
ら
､
潰
し
た
餌
に
潰
し
て
な
い
粒
餌
を
だ
ん
だ
ん
と
混
ぜ
て

い
き
､
約
四
週
間
目
か
ち
は
､
市
販
の
餌
を
与
え
る
こ
と
が
出
来

る
｡
八
週
目
か
ち
は
十
四
日
ほ
ど
か
け
て
､
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
〟
基

本
飼
料
〟
を
与
え
始
め
る
｡

ア
.
基
本
の
配
合
飼
料
給
餌
に
対
し
て
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
等
給
餌

の
基
準

ヒ
ナ
に
は
初
日
よ
り
ス
イ
バ
･
ギ
シ
ギ
シ
の
先
端
を
与
え
る
が
､

茎
を
与
え
る
と
糞
が
詰
ま
る
の
で
与
え
な
い
｡
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も

花
は
良
い
が
､
実
の
種
子
は
与
え
な
い
(
強
が
詰
ま
る
三
通
固

ま
で
は
与
え
な
い
｡
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
も
食
べ
る
｡
ま
た
､
ス
イ
バ

は
入
手
で
き
れ
ば
､
成
鳥
に
な
っ
て
も
与
え
た
方
が
よ
い
｡
ヒ
ナ

に
は
砂
を
必
ず
与
え
る
｡

ギ
シ
ギ
シ
な
ど
に
は
シ
ュ
ウ
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
､
飼

育
個
体
に
シ
ュ
ウ
酸
が
与
え
る
中
毒
症
状
等
の
影
響
は
今
ま
で
認

め
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
二
日
二
～
三
枚
与
え
た
場
合
)
｡

市
販
の
ウ
サ
ギ
の
餌
の
み
で
行
っ
た
場
合
は
(
最
初
の
一
ケ
月

が
重
要
で
あ
る
)
､
グ
ラ
ス
ミ
ー
ル
が
充
分
配
合
さ
れ
て
い
る
た

め
､
ス
イ
バ
等
を
与
え
る
必
要
は
な
い
｡

ス
イ
バ
や
ギ
シ
ギ
シ
な
ど
の
給
餌
が
難
し
い
場
合
､
初
日
か
ち

七
日
に
抗
生
物
質
(
テ
ラ
マ
イ
シ
ン
二
/
四
ス
プ
ー
ン
を
一
l

に
溶
か
し
て
与
え
る
と
良
い
｡
こ
れ
に
よ
り
､
胃
の
中
の
酸
を
弱

く
し
な
い
よ
う
に
す
る
｡
酸
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
の
に
役
立

顕②
成
意
の
飼
料
(
基
本
飼
料
)

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
市
販
の
ペ
レ
ッ
ト
で
あ
る
ウ
サ
ギ
の
餌
(
乾

燥
重
量
八
五
･
〇
､
粗
蛋
白
一
七
･
〇
%
､
繊
維
質
一
二
･
〇
%
､

粗
脂
肪
三
･
一
%
､
灰
分
六
･
八
%
)
を
給
餌
し
て
い
る
｡
以
前
は
､

ラ
イ
チ
ョ
ウ
専
用
の
餌
が
あ
り
(
乾
燥
重
量
九
〇
･
一
､
粗
蛋
白

一
四
･
一
%
､
繊
維
質
一
〇
･
八
%
､
粗
脂
肪
五
二
%
､
灰
分
八
･

〇
%
)
を
給
餌
｡
こ
れ
と
同
等
の
飼
料
を
購
入
し
給
餌
す
る
｡

成
鳥
の
場
合
､
繁
殖
期
前
も
年
間
と
お
し
て
同
じ
餌
を
与
え
､

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も
与
え
な
く
て
も
産
卵
数
も
あ
ま
り
差
異
が
見
ち

れ
な
い
｡

餌
に
砂
を
混
入
さ
せ
る
(
現
在
の
飼
料
の
場
合
は
不
要
で
あ
る

が
､
時
々
入
れ
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
等
を
与
え
る
時
に
は
必
ず

与
え
る
)
｡

③
繁
殖
期
の
飼
料

成
鳥
の
場
合
､
繁
殖
期
前
も
年
間
と
お
し
て
同
じ
餌
を
与
え
､

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
も
与
え
な
く
て
も
産
卵
数
の
差
異
が
ほ
と
ん
ど
な

い
と
い
う
｡

ア
.
疾
病
予
防
と
し
て
の
飼
料
添
加
薬
剤
な
ど

テ
ラ
マ
イ
シ
ン
一
一
〇
〇
唯
/
m
l
)
の
投
与
-
初
め
の
六
日

間
は
一
e
の
水
に
計
量
ス
プ
ー
ン
一
/
四
を
混
ぜ
て
与
え
る
｡

A
m
p
o
r
o
s
o
二
二
〇
･
七
五
g
/
一
0
0
g
)
は
水
一
e
に
つ

き
一
･
二
g
を
混
ぜ
て
､
難
の
婿
化
後
八
～
一
四
日
目
､
≡
～

二
八
日
目
に
繰
り
返
し
与
え
る
(
こ
れ
ち
の
薬
品
は
腸
の
病
気

や
偽
結
核
の
予
防
薬
ら
し
い
-
訳
者
)
｡
治
療
が
始
ま
っ
て
か
ら

二
三
百
後
に
運
動
場
と
小
屋
を
別
の
場
所
に
移
す
｡
死
亡
率
が

と
て
も
高
く
､
A
∋
p
o
r
o
s
〇
一
の
効
き
目
が
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
､

テ
ラ
マ
イ
シ
ン
を
六
日
間
連
続
し
て
与
え
て
み
る
｡
自
然
の
中
で

育
っ
た
雛
は
七
日
目
以
上
に
な
る
と
､
直
ち
に
>
ヨ
p
O
r
O
S
e
一
治

療
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
｡
そ
れ
は
五
-
六
週
間
経
っ
た
烏
で

も
同
じ
こ
と
で
あ
る
｡
雛
た
ち
が
網
床
の
上
を
歩
い
て
い
る
う
ち

は
､
>
∋
p
o
r
o
s
〇
一
の
効
き
目
は
な
い
が
､
地
面
に
移
し
て
五
日

経
つ
と
､
や
っ
と
薬
の
効
果
が
出
て
く
る
｡

一
日
一
個
二
個
あ
た
り
約
二
〇
g
)
の
卵
を
産
ん
だ
場

合
､
五
〇
個
産
む
と
､
雌
成
鳥
の
全
体
垂
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
る
｡

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
､
産
卵
す
る
個
体
に
は
高
栄
饗
(
高
蛋
白
)

の
給
餌
が
必
要
で
あ
る
｡
少
し
で
も
多
く
健
康
な
個
体
に
育
つ
受

精
卵
を
得
た
い
場
合
に
は
､
日
長
調
整
と
人
工
飼
料
(
ペ
レ
ッ
ト
一

だ
け
に
頗
る
の
で
は
な
く
､
野
生
由
来
の
飼
料
を
給
餌
し
た
方
が

よ
い
と
い
う
｡

(
5
)
飼
育
管
理
方
法

基
本
的
事
項
で
あ
る
が
環
境
整
備
･
使
用
機
材
等
の
洗
浄
､
消

毒
が
疾
病
予
防
と
し
て
大
変
重
要
で
あ
る
｡
艦
の
入
れ
替
え
後
や

感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
に
は
､
飼
育
施
設
の
洗
浄
･
消
毒
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ち
､
背
離
か
ち
成
鳥
へ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や

予
備
的
な
ケ
ー
ジ
の
準
備
に
つ
い
て
な
ど
細
部
の
検
討
に
つ
い
て

は
､
具
体
的
な
飼
育
規
模
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
定
め
る
時
に
併
せ

て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
｡

①
室
内
飼
墓
ロ
の
温
度
,
湿
度
調
整

ト
ロ
ム
セ
大
学
の
温
度
管
理
に
準
じ
調
整
す
る
｡
年
間
を
通
し

て
生
息
地
の
温
度
環
境
を
再
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
､
最
低

で
も
夏
季
の
気
温
に
つ
い
て
生
息
現
地
の
最
高
気
温
を
越
え
な
い

よ
う
な
管
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
｡
ま
た
湿
度
環
境
に
つ
い
て
は

専
用
の
設
備
を
設
置
す
る
に
は
資
金
的
な
負
担
や
加
湿
を
行
う
こ

と
に
よ
り
細
菌
類
の
発
生
を
誘
発
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か

主
､
温
度
管
理
と
換
気
に
よ
る
除
湿
を
行
う
こ
と
に
よ
り
対
応
す

る
｡②

室
内
飼
墓
ロ
の
照
明
調
整

実
験
研
究
用
と
し
て
､
決
め
ち
れ
た
日
時
に
､
必
要
な
数
の

受
精
卵
(
個
体
一
を
得
る
た
め
に
､
光
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

産
卵
時
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
る
｡
照
明
設
備
の
設
証
な
ど
に

つ
い
て
は
､
｢
カ
リ
が
ネ
の
日
長
調
節
に
よ
る
繁
殖
の
試
み
｣
(
小

宮
､
一
九
七
八
一
を
参
考
と
す
る
｡

ア
"
北
壁
ハ
〇
度
の
昼
･
夜
の
長
さ
を
基
準
に
し
た
照
明
プ
ロ
グ

ラ
ム

鳥
た
ち
は
五
月
一
〇
⊥
一
〇
日
頃
か
ち
産
卵
を
は
じ
め
､
最
初

の
締
化
は
六
月
の
第
二
週
頃
に
な
る
よ
う
に
作
ち
れ
て
い
る
照
明

調
節
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
｡
ま
た
一
年
間
に
何
度
も
騎
化
で
き
る

よ
う
に
､
十
一
月
や
二
月
に
産
卵
さ
せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
て
い

る
｡
七
-
八
カ
月
毎
に
産
卵
さ
せ
る
こ
と
も
､
ほ
ぼ
良
好
な
結
果

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
｡
光
源
は
白
色
蛍
光
灯
管
で
､
二
〇
〇
-

二
五
O
L
'
七
-
八
W
/
誼
と
し
た
o
そ
の
他
に
朝
･
夕
の
四
五

分
ず
つ
を
朝
焼
け
､
夕
焼
け
の
薄
明
時
間
と
し
､
二
五
W
の
普
通

の
白
熱
瞳
球
を
使
う
｡
屯
灯
の
点
滅
に
は
停
憧
対
策
装
誼
が
つ
い

た
タ
イ
マ
ー
を
使
う
｡
こ
れ
は
照
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
実
に
実
行

す
る
た
め
に
と
て
も
大
切
で
あ
る
｡

ィ
.
北
壁
ハ
九
度
を
基
準
に
し
た
照
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
-
日
照
が
長

く
な
る
雲
口

全
照
明
､
白
色
管
状
蛍
光
灯
で
､
小
屋
の
中
(
約
七
-
八
W
/

血
)
の
照
度
を
二
〇
〇
上
蓋
0
_
X
に
す
る
ご
れ
に
加
え
て
､
朝
･

夕
の
薄
明
の
分
と
し
て
､
四
五
分
間
白
熱
唖
灯
(
二
五
W
)
を
前

後
に
点
灯
す
る
｡
こ
の
照
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
五
月
十
王
千
日
に

産
卵
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
(
詳
細
に
つ
い
て
は
｢
ラ
イ
チ
ョ

ウ
飼
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
｣
参
照
)
｡
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ライチョウを核とする環境

教育活動
学校教育(副読本の作成など)

社会教育(ライチョウ保護啓発ポス

ター配布など)

登山者の啓発

飼育展示(生態展示)

環境保全活動
市民参加のライチョウ保護活動

日常生活での環境保全

観光,産業との連携
環境保全型の農林水産業の推進

エコツーリズムによるエコツアー､

グリーン･ツーリズムによる交流事

莱

ライチョウをテーマにした商品開発

ライチョウをシンポ/レとした都市計

画

情報の収集,発信
ナショナルセンター機能

国際的交流と協力
国際イベント･会議誘致

友好提携締結都市との交流

長期飼育下繁殖計画

(飼育繁殖技術の確立)

第一段階:海外産近縁種を

用いた飼育技術の向上(パ

イロットプランにおける研

究課題)
受精卵の長距離輸送法の確立

生物工学的手法を用いた効率的な人

工増殖法の開発

人工環境下での飼育法の開発

細菌性･ウイルス性疾患と予防対策

寄生虫感染症と予防対策

病理解明

繁殖生理およびストレス

消化機能および栄養代謝

第二段階:日本産個体にお
ける長期飼育下繁殖計画の

実践

飼育技術の確立に役立つ野

外調査
一日の生活サイク/レおよび運動量

繁殖生態および繁殖生理

抱卵活動(抱卵時間･抱卵リズム･

抱卵日数など)

育雛活動(母子関係,世話行動･摂

餌教育など)

野生復帰に関連した野外調

香
分布と生息数･わなぼりの調査

野生復帰を試みる予定地の選定と植

生環境調査

個体識別による成鳥と若鳥の生存率･

死亡率

死亡原因に関する調査

遺伝的特性と遺伝的多様性に関する

調査
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照
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
､
都
合
の
よ
い
と
き
に
産
卵
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
方
が
よ
い
｡
将
来
､
飼
育
個
体
を
展
示
し
た

り
､
個
体
数
が
増
え
す
ぎ
半
開
放
式
で
飼
育
し
な
け
れ
ば
な
､
急

く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
｡
そ
う
し
た
時
､
梅
雨
に
あ
た
る
6

月
に
ヒ
ナ
が
締
化
す
る
よ
り
三
月
く
,
ら
い
の
高
山
の
気
候
に
近
い

時
季
に
ヒ
ナ
を
購
し
育
て
る
方
が
よ
い
と
考
え
､
見
る
.
そ
の
よ

う
に
考
え
る
と
､
事
業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
②
の
方
法
が
で
き
る
施

設
を
用
憩
し
て
お
く
方
が
得
策
で
あ
ろ
う
｡

(
6
)
人
工
婿
化

購
卵
器
の
消
毒
に
は
以
前
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
を
使
用
し
て
い
た
が
､

現
在
は
ビ
ル
コ
ン
を
使
用
｡

こ
の
消
轟
を
し
て
は
い
け
な
い
時
期
が
､
二
回
あ
る
｡
加
温
二

日
目
一
眼
～
心
臓
一
､
四
日
目
に
ニ
ワ
ト
リ
で
は
董
要
な
器
官
が

で
き
る
こ
と
を
考
え
､
薯
調
の
影
響
を
避
け
る
た
め
実
施
を
撃
え

た
(
ラ
イ
チ
ョ
ウ
で
は
特
に
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
な
い
一
｡

①
舵
卵
器
を
設
置
す
る
場
所

購
卵
器
は
通
気
性
が
良
く
､
あ
る
程
度
高
い
湿
気
が
こ
も
る
よ

う
な
部
屋
に
証
く
の
か
良
い
｡
部
屋
の
温
度
は
三
上
五
℃
が

殿
も
器
具
の
中
の
状
況
に
影
響
が
少
な
い
｡
締
卵
殻
が
作
動
中
は
､

毎
日
蕾
'
(
?
条
件
を
チ
ェ
ッ
ク
し
､
経
過
を
記
入
す
る
記
録
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
｡
温
度
､
湿
度
､
通
気
､
鱗
化
卵
入
れ
た
日
時
､

卵
の
位
証
の
移
動
､
締
化
し
た
日
時
､
締
卵
器
の
中
の
卵
の
数
､

有
桐
卵
の
割
合
､
締
化
し
た
行
糖
卵
の
割
合
､
購
化
で
き
な
か
っ

た
胎
児
の
死
亡
日
齢
な
ど
を
記
録
し
た
デ
ー
タ
一
は
､
購
卵
器
を

岐
適
の
状
態
に
運
用
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
｡

②
温
度
調
節

平
板
型
婿
卵
器
で
は
婿
卵
室
の
天
井
と
床
で
温
度
の
差
が
あ
る

の
で
､
卵
は
あ
る
一
定
の
高
さ
で
暖
め
る
必
要
が
あ
る
｡
温
度
は
､

卵
が
堰
い
て
あ
る
高
さ
に
温
度
計
を
お
い
て
､
測
定
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
｡
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
締
卵
器
で
は
､
室
内
の
温
度
は

ど
こ
で
も
一
定
に
保
た
れ
て
い
る
｡

抱
卵
温
度
に
つ
い
て
は
､
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
結
果
が

報
告
さ
れ
て
い
る
が
､
九
九
･
七
｡
F
=
三
七
･
六
℃
が
巌
適
で
､

締
化
率
が
良
い
｡
温
度
計
は
時
々
調
整
し
た
ほ
う
が
良
い
｡
こ
の

場
合
に
は
普
通
の
体
温
を
測
る
体
温
計
と
比
較
す
る
の
か
良
い
｡

体
温
計
は
一
/
四
℃
の
糖
度
で
測
定
で
き
る
｡

③
湿
度

鳥
は
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
湿
度
を
必
要
と
す
る
｡

そ
れ
は
卵
の
大
き
さ
の
差
､
卵
殻
の
厚
さ
の
差
､
卵
殻
の
孔
隙
率
､

色
の
違
い
な
ど
に
関
連
し
て
い
る
｡
卵
の
重
さ
は
､
抱
卵
の
初
め

か
､
晶
化
ま
で
に
一
五
二
六
%
減
少
す
る
｡
新
し
い
購
卵
器
で

暖
め
る
場
合
に
は
､
い
つ
も
卵
の
重
さ
を
必
ず
測
定
し
て
お
い
た

方
が
良
い
｡
締
卵
器
に
入
れ
る
前
へ
七
日
後
､
一
四
日
後
､
お
よ

び
購
化
器
に
入
れ
る
前
に
計
出
す
る
｡
卵
の
重
量
測
定
は
､
嬬
卵

器
の
中
の
湿
度
が
卵
の
購
化
に
ど
の
よ
う
な
結
果
を
与
え
て
い
る

か
に
つ
い
て
､
判
断
の
材
料
を
与
え
て
く
れ
る
÷
フ
イ
チ
ョ
ウ
の

卵
は
､
一
日
約
〇
･
七
五
%
重
さ
が
減
少
し
て
い
く
の
か
最
適
の

条
件
で
あ
る
｡

湿
度
は
湿
度
計
で
相
対
湿
度
%
を
測
る
か
､
韓
･
湿
温
度
計

で
測
る
｡
蛇
･
湿
温
度
計
で
は
､
湿
球
が
つ
い
た
温
度
計
が
､
空

気
が
二
〇
二
･
五
m
/
秒
で
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
下
が
っ

て
い
な
く
て
は
な
ち
な
い
の
で
､
平
板
型
嫡
卵
器
を
使
っ
て
い
る

と
き
に
は
使
用
で
き
な
い
｡
湿
度
計
で
正
し
い
湿
度
を
測
る
た
め

に
は
､
湿
球
を
包
む
芯
は
い
つ
も
完
全
に
濡
れ
て
い
な
く
て
は
な

･
左
い
(
で
き
れ
ば
蒸
留
水
を
も
ち
い
る
)
∴
心
は
ま
た
常
に
良

く
洗
浄
し
て
お
か
な
く
て
は
な
･
善
い
｡
そ
れ
に
は
五
⊥
〇
分

湯
の
中
で
沸
騰
さ
せ
れ
ば
良
い
｡
毛
髪
湿
度
計
は
師
単
に
調
整
が

乱
れ
て
信
頼
で
き
な
く
な
る
の
で
､
し
ば
し
ば
調
整
す
る
か
､
純

粋
な
ベ
ン
ジ
ン
で
洗
浄
す
る
の
か
良
い
｡
湿
度
計
を
調
整
す
る
に

は
､
一
〇
⊥
五
分
間
､
湿
っ
た
タ
オ
ル
で
湿
度
計
包
ん
で
お
き
､

そ
の
時
の
湿
度
が
九
五
%
を
示
せ
ば
正
し
い
｡
も
し
九
五
%
を
示

さ
な
け
れ
ば
､
針
を
九
五
%
に
合
わ
せ
る
｡

④
換
気

胎
児
の
酸
素
呼
吸
は
､
そ
の
成
長
に
伴
っ
て
一
五
日
ま
で
徐
々

に
増
加
し
て
い
く
｡
締
卵
器
へ
の
空
気
や
炭
酸
ガ
ス
の
入
れ
替
え

は
､
嫡
卵
器
の
天
井
､
あ
る
い
は
床
に
つ
い
て
い
る
調
節
孔
か
ら

行
わ
れ
る
｡
換
気
孔
は
抱
卵
初
期
に
は
小
さ
く
､
胎
児
の
成
長
と

共
に
大
き
く
し
て
い
く
一
そ
の
他
に
つ
い
て
は
締
卵
器
の
取
り
扱

い
手
引
き
宙
参
照
一
｡

⑤
肥
卵
器
の
中
の
卵
の
位
薗

卵
は
水
平
に
浸
か
せ
て
お
く
よ
り
は
､
尖
っ
た
方
を
上
に
し
て

立
て
て
お
い
た
ほ
う
が
幾
､
ち
か
締
化
し
易
い
｡

⑥
躯
化
器

モ
ー
タ
ー
式
で
暖
め
ろ
れ
て
い
る
締
卵
器
の
場
合
は
､
購
化
の

二
～
三
日
前
に
､
卵
は
購
化
器
へ
移
さ
れ
る
｡
様
々
な
購
卵
器
に

は
そ
れ
ぞ
れ
特
別
な
使
い
方
や
特
徴
が
あ
る
の
で
､
使
用
説
明
密

を
よ
く
読
ん
で
か
･
崖
わ
な
く
て
は
な
､
左
い
｡
幾
つ
か
の
購
卵

器
で
は
､
卵
が
は
い
っ
て
い
る
引
出
し
の
中
の
温
度
が
､
温
度
計

が
示
す
温
度
よ
り
高
い
も
の
が
あ
る
(
胎
児
は
婿
化
の
約
三
日
ほ

ど
前
か
･
づ
､
自
分
の
体
内
で
熱
を
発
生
す
る
の
で
､
卵
の
中
の
温

度
は
上
が
る
)
｡
そ
の
た
め
締
化
期
の
後
半
に
は
､
温
度
を
二
～

四
｡
F
二
王
一
℃
)
下
げ
る
｡

締
化
す
る
前
に
締
化
器
を
必
要
以
上
に
開
閉
し
て
は
い
け
な
い
｡

購
化
器
を
開
け
る
と
､
直
ぐ
に
中
の
空
気
が
乾
燥
し
て
し
ま
い
､

雛
が
死
ぬ
こ
と
が
あ
る
｡
既
に
打
殺
を
始
め
､
卵
殻
に
穴
を
あ
け

て
出
よ
う
と
し
て
い
る
雛
で
も
､
死
亡
し
て
そ
の
ま
ま
出
て
こ
な

い
場
合
も
あ
る
.
そ
れ
で
も
､
卵
か
､
づ
出
て
き
た
雛
を
､
ど
う
し

て
も
購
化
器
か
､
売
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
,
善
い
よ
う
な
場
合
に

は
､
購
化
器
を
閉
め
る
前
に
､
後
に
残
っ
て
い
る
卵
に
温
湯
を
浴

び
せ
､
湿
度
を
元
に
戻
す
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
､
左
い
｡
最
後

の
一
羽
の
購
化
が
終
っ
た
､
ら
､
次
第
に
婿
化
器
の
中
の
湿
度
を
低

く
し
､
雛
の
体
に
快
適
な
よ
う
に
､
乾
燥
し
た
環
境
に
す
る
｡

⑦
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
抱
卵
･
舵
化
器
の
場
合

抱
卵
器
で
暖
め
･
看
た
卵
は
､
婿
化
二
～
三
旦
剛
に
嫡
化

捕
(
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
9
9
1
)
に
移
す
｡
こ
の
時
の
温
度
は

九
九
･
七
｡
F
三
七
･
六
℃
)
､
湿
度
は
相
対
湿
度
六
二
%
に

セ
ッ
ト
す
る
｡
締
化
し
た
雛
は
､
羽
が
蛇
く
ま
で
の
≡
～

二
四
時
間
､
購
化
器
に
入
れ
て
お
く
｡
全
部
の
卵
が
婿
化
し
た

･
ら
､
扇
風
機
の
目
盛
り
を
一
つ
上
げ
て
通
気
を
良
く
す
る
｡
温

度
を
八
三
五
｡
F
(
相
対
湿
度
四
八
%
)
に
痛
め
た
結
果
で
は
､

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
購
化
率
は
約
八
五
%
と
な
る
｡

(
7
)
育
難
(
雛
の
成
長
段
階
ご
と
に
起
き
易
い
問
題
と
そ
の
対
策
)

①
舵
化
後
は
じ
め
の
一
週
間
ま
で
の
対
策

大
腸
菌
症
に
は
､
テ
ラ
マ
イ
シ
ン
と
ギ
シ
ギ
シ
･
ス
イ
バ
が
よ
い
｡

特
に
野
草
を
与
え
る
時
は
､
腸
壁
を
傷
つ
け
な
い
た
め
に
出
来

る
だ
け
細
か
く
す
り
つ
ぶ
す
｡

②
一
ケ
月
の
問
ま
で
の
対
策

コ
ク
シ
ジ
ウ
ム
対
策
は
､
砂
を
使
わ
ず
金
網
の
床
で
対
応
す
る
｡

③
三
ケ
月
ま
で
の
対
策

尿
酸
対
策
と
し
て
　
ヒ
十
の
餌
の
内
容
に
よ
る
革
の
粉
を
多
く

与
え
る
｡
ヒ
十
の
時
期
に
は
､
飼
料
添
加
物
と
し
て
ム
カ
ゴ
ト
ラ

ノ
オ
(
タ
デ
科
一
を
混
入
さ
せ
る
と
疾
病
に
躍
り
に
く
い
と
い
う
｡

(
8
)
繁
殖
方
法

過
去
に
飼
育
舎
の
広
さ
等
を
変
え
る
等
を
行
い
､
飼
育
ケ
ー
ジ

等
の
検
討
を
行
う
こ
と
の
ほ
か
､
飼
料
配
合
の
検
討
を
さ
れ
て
き

た
よ
う
だ
が
､
飼
料
に
つ
い
て
は
繁
殖
用
の
餌
の
必
要
性
は
特
に

な
い
と
い
う
｡

ま
た
､
飼
育
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
特
別
に
広
い
ケ
ー
ジ
の
必
要

性
も
み
ち
れ
な
い
と
い
う
｡

繁
殖
相
手
と
な
る
つ
が
い
形
成
に
つ
い
て
は
､
交
尾
さ
せ
る
時

の
み
同
一
ケ
ー
ジ
で
同
居
さ
せ
る
が
､
通
常
は
雄
･
雌
･
雄
･
雌
･

雄
の
よ
う
に
隣
あ
わ
せ
で
の
飼
育
を
行
い
､
隣
の
綱
越
し
で
の
闘

争
な
ど
を
注
意
深
く
観
察
し
繁
殖
相
手
の
選
定
を
行
う
｡
こ
れ
に

つ
い
て
は
､
観
察
力
を
持
つ
と
と
も
に
あ
る
程
度
の
年
数
ラ
イ

チ
ョ
ウ
飼
育
を
経
験
し
た
飼
育
係
員
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
｡

一
つ
の
ケ
ー
ジ
に
雌
雄
一
緒
に
し
て
お
く
と
オ
ス
が
メ
ス
を
つ

つ
く
｡
同
じ
ケ
ー
ジ
に
は
年
間
を
適
し
て
蒜
に
し
な
い
.

個
体
系
統
管
理
の
た
め
､
ペ
ア
の
形
成
管
理
は
し
っ
か
り
と
行

う
○

飼
育
下
で
は
､
普
通
毎
日
卵
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
一
羽

で
三
〇
～
五
〇
卵
産
卵
し
た
個
体
も
あ
る
｡

産
卵
途
中
で
､
産
ん
だ
卵
を
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
一
五
個
く
ち

い
ま
で
は
産
む
｡

卵
の
保
存
､
運
搬
に
つ
い
て
も
｢
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
｣
に
従
う
｡
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囲
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2
　
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
実
施
の
た
め
の
分
科
会

(
1
)
分
化
会
設
置
の
目
的

で
き
る
だ
け
矯
期
間
に
ロ
ー
コ
ス
ト
で
効
果
的
な
成
果
を
得
る

こ
と
｡

(
2
)
分
化
会
の
運
営
方
法

①
p
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が
､
ら
､
最
終
日
標

へ
確
実
に
到
達
で
き
る
運
営
に
努
め
る
こ
と
｡

②
各
プ
ラ
ン
の
計
画
課
行
年
数
を
岐
大
三
年
間
と
し
最
終
年
に
内

部
お
よ
び
外
部
評
価
を
実
施
し
て
時
段
階
の
目
標
設
定
を
適
正

化
す
る
こ
と
｡

(
3
)
分
科
会
に
お
け
る
役
割
分
担
の
明
確
化

①
パ
ィ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
達
成
の
た
め
の
研
究
計
画
と
実
施
に
必
要

な
役
割
分
担
を
行
う
こ
と
｡

②
研
究
内
容
に
重
複
が
起
こ
､
左
い
よ
う
注
憩
す
る
こ
と
｡

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
｡

ラ
イ
チ
ョ
ウ
受
桔
卵
の
長
距
離
輸
送
法
の
確
立

●
研
究
内
容
-
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
ラ
イ
チ
ョ
ウ
受
楠
卵
の
接
遇
な
輸

送
技
術
を
確
立
し
､
法
的
問
題
に
つ
い
て
も
調
査
す
る
｡

●
研
究
計
画
-

･
ト
ロ
ム
ソ
大
学
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
打
合
せ
一
二
〇
〇

五
年
十
月
)
｡

･
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ち
受
楠
卵
の
運
搬
(
二
〇
〇
六
年
六
月
､
二

〇
〇
七
年
六
月
､
二
〇
〇
八
年
六
月
一
｡

●
研
究
担
当
者
-
桑
名
(
国
環
研
)
､
村
田
百
本
大
学
)

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
十
月
⊥
一
〇
〇
八
年



2005.12.25市立大町山岳博物館　　　　　　山　と　博　物　館　　　　　　　　　　第50巻　第12号⑥

感園.この'山と博物館｣は再生紙を使用し､石油溶剤の代わ｡に大豆油を使用した大豆インキで醐しています｡

生
物
工
学
的
手
法
を
用
い
た
効
率
的
な
人
工
増
殖
法
の
開
発

●
研
究
内
容
-
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
お
け
る
キ
メ
ラ
作
出
技
術
の
応
用

の
可
能
性
を
試
行
す
る
｡

●
研
究
計
画
-

･
ト
ロ
ム
ソ
大
学
の
研
究
者
と
の
共
同
研
究
打
合
せ
お
よ
び
施

設
調
査
(
二
〇
〇
五
年
十
月
一
｡

･
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
受
精
卵
を
導
入
し
､
始
原
生
殖
細
胞
の
採

取
･
保
存
･
移
植
の
研
究
開
始
三
〇
〇
六
年
六
月
上
｡

●
研
究
担
当
者
-
桑
名
(
国
環
研
)

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
八
月
⊥
一
〇
〇
八
年

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
人
工
損
墳
下
で
の
飼
育
法
の
開
発

●
研
究
内
容
-
低
温
環
境
お
よ
び
人
工
日
照
下
で
の
飼
育
と
繁
殖

に
つ
い
て
試
行
す
る
｡

●
研
究
計
画
-

･
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
導
入
し
た
受
精
卵
を
用
い
た
人
工
嬬
化
お

よ
び
育
離
三
〇
〇
六
年
六
月
上
｡

･
危
険
分
散
の
た
め
の
飼
育
下
繁
殖
個
体
の
貸
与
(
ブ
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ン
一
｡

･
人
工
締
化
お
よ
び
背
離
に
関
す
る
技
術
開
発
お
よ
び
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
｡

･
臨
床
病
理
学
的
デ
ー
タ
の
蓄
積
(
血
液
お
よ
び
糞
便
検
査
を

中
心
に
定
期
的
に
検
査
を
行
い
､
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
)
｡

●
研
究
担
当
者
-
飼
育
研
究
員
(
大
町
山
岳
博
物
館
､
そ
の
他
動

物
飼
育
施
設
)

●
研
究
期
間
-
二
〇
〇
五
年
六
月
⊥
一
〇
〇
八
年

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
細
菌
性
,
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
と
予
防
対
策

●
研
究
内
容
-
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
細
菌
性
･
ウ
イ
ル
ス
性
疾
患
に
関

す
る
情
報
収
集
､
野
生
お
よ
び
飼
育
個
体
か
ら
の
細
菌
分
離
と

解
析
､
感
染
予
防
対
策
の
検
討
｡

●
研
究
計
画
-

･
こ
れ
ま
で
の
研
究
継
続
｡

･
各
種
臨
床
診
断
法
の
開
発
｡

･
飼
育
下
個
体
を
用
い
た
腸
内
細
菌
叢
の
検
索
お
よ
び
実
験
｡

●
研
究
担
当
者
-
山
口
(
岐
阜
大
学
)

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
八
月
-
二
〇
〇
八
年

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
寄
生
虫
感
染
症
と
予
防
対
策

●
研
究
内
容
-
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
ロ
イ
コ
チ
ト
ゾ
ー
ン
お
よ
び
コ
ク

シ
ジ
ウ
ム
感
染
に
関
す
る
情
報
収
集
､
野
生
お
よ
び
飼
育
個
体

か
ら
の
原
虫
分
離
と
解
析
､
感
染
予
防
対
策
の
検
討
｡

●
研
究
計
画
-

･
原
虫
感
染
に
よ
る
影
響
調
査
｡

･
原
虫
種
の
同
定
お
よ
び
媒
介
昆
虫
の
特
定
｡

･
病
原
性
検
索
の
た
め
の
実
験
｡

･
駆
虫
法
の
検
討
｡

●
研
究
担
当
者
-
村
田
･
佐
藤
(
雪
｢
椎
橘
百
本
大
学
)

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
八
月
⊥
一
〇
〇
八
年

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
病
理

●
研
究
内
容
-
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
死
因
究
明
の
た
め
の
病
理
学
的
検

索｡

●
研
究
計
画
-

･
飼
育
下
死
亡
個
体
の
病
理
解
剖
｡

･
死
因
の
病
理
組
織
学
的
検
索
｡

･
病
理
学
的
情
報
の
収
集
｡

･
病
原
体
の
検
索
｡

･
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
野
生
個
体
と
飼
育
個
体
と
の
比
較
(
飼
育
個

体
と
野
生
個
体
と
の
相
違
を
理
解
す
る
た
め
､
野
性
個
体
の

死
体
を
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
輸
入
し
､
飼
育
個
体
と
の
比
較
を

行
う
)
｡

●
研
究
担
当
者
-
山
口
･
柳
井
(
岐
阜
大
学
)
､
大
沼
一
国
環
研
)
､

村
田
百
本
大
学
)

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
八
月
-
二
〇
〇
八
年

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
繁
殖
生
理
お
よ
び
ス
ト
レ
ス

●
研
究
内
容
-
各
種
ホ
ル
モ
ン
動
態
の
解
明
と
飼
育
下
繁
殖
へ
の

応
用
｡

●
研
究
計
画
-

･
糞
便
を
用
い
た
性
ホ
ル
モ
ン
測
定
法
の
確
立
｡

･
飼
育
環
境
下
で
の
性
ホ
ル
モ
ン
動
態
の
把
握
｡

･
環
境
評
価
の
た
め
の
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
測
定
法
の
開
発
｡

●
研
究
担
当
者
-
酒
井
･
佐
藤
憲
二
日
本
大
学
歯
学
部
)

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
八
月
-
二
〇
〇
八
年

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
消
化
機
能
お
よ
び
栄
養
代
謝

●
研
究
内
容
-
人
工
飼
料
開
発
の
た
め
の
栄
養
学
的
研
究
｡

●
研
究
計
画
-

･
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
必
要
と
す
る
栄
餐
摂
取
量
に
つ
い
て
｡

･
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
長
期
飼
育
に
必
要
な
人
工
飼
料
の
開
発
｡

●
研
究
担
当
者
-
押
勝
紀
(
信
州
大
学
農
学
部
動
物
資
源
生
産
学

講
座
)

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
八
月
-
二
〇
〇
八
年

(
4
)
そ
の
他

①
人
事
の
検
討
-
新
規
鳩
目
の
採
用

●
検
討
内
容
-

･
獣
医
師
お
よ
び
飼
育
研
究
員
の
新
規
採
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
の
確
認
｡

･
給
与
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
研
究
職
枠
の
新
設
に
つ
い
て
の
確

認｡
･
海
外
研
修
に
つ
い
て
の
計
画
｡

●
検
討
方
法
-
市
役
所
上
層
部
と
の
討
議

●
担
当
者
-
宮
野
･
清
水
(
山
岳
博
物
館
一

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
八
月
⊥
一
〇
〇
六
年

(
参
考
)
経
費
二
人
約
三
八
万
円
(
一
四
日
間
｢
-
環
境
省
自

然
環
境
局
委
託
事
業
　
平
成
十
五
年
度
ラ
イ
チ
ョ
ウ
生

息
地
航
空
写
真
解
析
(
後
立
山
連
峰
南
部
)
及
び
飼
育

に
関
す
る
資
料
収
集
等
調
査
業
務
を
参
考
｡
飼
育
研
究

員
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
研
修
と
受
精
卵
運
搬
を
併
せ
て
行
う

と
効
率
が
よ
く
経
費
削
減
と
な
る
の
で
は
な
い
か
｡

②
施
股
の
検
討
-
飼
育
下
繁
殖
の
た
め
の
低
温
飼
育
施
投
の
新
盤

●
検
討
内
容
-

･
予
算
処
置
の
確
認
｡

･
設
置
場
所
の
検
討

･
管
理
運
営
法
の
検
討
｡

●
検
討
方
法
-
市
役
所
上
層
部
と
の
討
議
｡

●
担
当
者
-
宮
野
･
清
水
(
山
岳
博
物
館
一

●
研
究
期
間
二
一
〇
〇
五
年
八
月
-
二
〇
〇
六
年

議

題

策
定
委
員
会

平
成
十
七
年
七
月
七
日

り
組
み
に
つ
い
て

報
告
に
対
し
て
の
意
見
交
換

分
科
会
の
設
置
へ
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
､

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
)

平
成
十
七
年
九
月
二
十
二
日
　
第
三
回
策
定
委
員
会
(
大
町
市
役
所
)

各
分
科
会
に
お
け
る
検
討
結
果
と
提
案

に
つ
い
て

平
成
十
七
年
十
一
月
八
日
　
　
第
四
回
策
定
委
員
会
(
大
町
市
役
所
)

報
告
謡
案
に
つ
い
て

報
告
謡
提
出

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
分
科
会

平
成
十
七
年
八
月
十
五
日
～
　
E
メ
ー
ル
等
に
て
意
見
交
塑
二
回

平
成
十
七
年
九
月
八
日
　
　
　
第
一
回
分
科
会
(
市
立
大
町
山
岳
博
物

館)グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
九
月
九
日
～
　
　
E
メ
ー
ル
等
に
で
意
見
交
換
一
六
回

平
成
十
七
年
十
月
二
十
七
日
　
小
委
員
会
か
与
の
計
画
案
完
成

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
分
科
会

平
成
十
七
年
八
月
十
二
日
～
　
E
メ
ー
ル
講
に
て
意
見
交
換
四
五
回

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
(
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼

育
計
画
案
)
､
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
実

施
の
た
め
の
分
科
会
(
莱
)
､
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
十
月
二
十
七
日
　
小
委
員
会
か
ら
の
計
画
案
完
成

一完】

《
平
成
十
七
年
十
一
月
八
日
提
出
の
報
告
書
｢
氷
河
期
か
ら
生
き

る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
と
と
も
に
ー
大
町
市
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
計

画
策
定
の
た
め
の
璧
〒
-
｣
天
町
市
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
事
業
計

画
策
定
委
員
会
)
よ
り
一
部
抜
粋
･
編
集
｡
な
お
､
本
報
告
番
の

全
文
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
舌
ミ
…
一
し
く
.
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検
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イ
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業
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取
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